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業　績　概　要

　旧JISのクロム・銅・ヒ素系保存処理剤で処理された木材は，性質の異なる金属化合物が難溶性に錯化・
固着しています。現行 JIS の銅系保存処理剤でも固着能は高く，これら金属成分を木材中から固－液抽出
する研究が行われてきましたが，特に前者での木材成分の分解を伴わない温和な条件下での高効率抽出は
実現していませんでした。
　種々の抽出剤を用いた基礎的検討を基に，強力なキレート剤として知られているシュウ酸の錯化能に着
目しました。シュウ酸は銅と難溶性錯体を形成する欠点を持っていますが，銅系化合物の可溶・不溶化条
件の検討を基に，シュウ酸イオンの価数による錯化能の違いを利用したキレート抽出反応を設計すること
で，全ての金属成分を一度に高効率に抽出することに成功しました。
　さらに，最適抽出条件を検討すると共に，現行 JIS の銅系保存処理剤で処理された木材にも適用できる
ことを確認しました。一連の研究は，金属成分と有機酸の相互作用，金属成分の可溶・不溶化条件の人為
的コントロールに多くの知見を与えてくれました。
　また，木造住宅で長年の問題となっていた，フェノール樹脂接着剤に起因する合板のアルカリ汚染の防
止方法の開発に取り組みました。その結果，Fenton 反応と呼ばれる過酸化水素と遷移金属イオンの組み
合わせで発生する水酸化ラジカルを利用することで，汚染の原因となる木材成分を変性させ，アルカリ汚
染を効果的に抑制できる方法の開発に成功しました。

今後の取り組み

　現実的に企業研究者が日々扱う問題は，基礎的な知見を組み合わせ，丁寧に順を追っていくことで解決
されることがほとんどのように思います。そのためにも，目前の化学事象に対する根本的な理解を意識し
ながら，新しい技術開発や研究を行ってまいりたいと考えています。
　また，どうすれば日本人研究者は英語が上達するのかということをずっと以前から考えてきました。で
きれば若い研究者の方々の英語力向上に役立つような良い方法を見つけ，伝えていくことができるよう努
力していきたいと考えています。
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